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今後の相場

◆ドル相場は混迷の中へ

年末にかけては、方向感を失ってしまう可能性高い。

◆ドル安相場への転換は時期尚早

◆今後は小さな乱高下を繰り返す可能性高く、難しい相場が続く
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FRBの利上げも終着点近づく

11月のFOMC

FFレート 3.75％ー4.00％ に引き上げ

「将来の目標レンジの引き上げベースを決めるにあたり、委員会は、金融政策の

累積的な引き締め、金融政策が経済活動やインフレに影響を与えるラグ、

経済・金融情勢を考慮する」

「金融政策の適切な姿勢を評価するに当たり、委員会は今後もたらされる

経済見通しに関する情報の意味を引き続き監視する」

「もしも、委員会の目標の達成を妨げる可能性があるリスクが生じた場合、

委員会は金融政策の姿勢を適切に調整する準備がある」
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パウエルFRB議長発言
「金融環境が大幅に引き締まり、その効果が現れているが、効果が完全に

現れるには時間がかかるだろう」

「ある時点で利上げペースを緩めることが適切になる」

「政策金利の道のりはまだ残されている」

「利上げ減速の時期は早ければ次回会合となる可能性がある」

「今回の会合で利上げを減速させることについて議論した」

「利上げ停止を考えるのは非常に時期尚早」
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他のFOMCメンバー

◆コリンズ米ボストン連銀総裁

「FRBは利上げの規模から最終的な金利水準に焦点を移すべき」

◆エバンス米シカゴ連銀総裁

「利上げ幅を縮小しても、金融引き締めの余力は十分」

「FRBがより小規模な利上げに移行することは理にかなっている」

「インフレは実体経済より遅れており、評価する時間が必要」
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アメリカのCPIの推移

8.6％→9.1％→8.5％→8.3％→8.2％→本日（予想7.9％）
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FRBのスタンス

・そろそろ利上げの減速の時期に差し掛かっている。

・最終的なピークの金利水準は、まだはっきりしていていない。

それは経済指標次第である。

メインシナリオ

12月0.5％利上げ 2月1日0.5％ないしは0.25％の利上げ

3月0.25％の利上げ 5月未定

最終的なピーク金利 5.0ー5.5％の間

金利がピークまで達した後は一定期間金利変更せずに様子見
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米国債3年もの利回り

（出典：楽天証券）
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米国債10年もの利回り

（出典：楽天証券） 9



ラガルドECB総裁

「高インフレの長期化に警戒」

「インフレを2％目標に抑制させるために利上げを続けるだろう」

「景気鈍化はインフレの大幅抑制につながりにくい」
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ドイツ国債10年もの利回り

（出典：楽天証券） 11



OPECプラスの減産で原油価格高止まり

◆OPECプラスは11月より、2022年8月の要求水準から

日量200万バレル減産

◆6月に決定した追加増産方針に従い、

8月までは日量64万8,000バレルの増産ペースを

維持することで合意していたが、

9月は日量10万バレルまで増産幅を縮小した
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WTI原油先物

（出典：楽天証券） 13



COMEX金

（出典：楽天証券） 14



（出典：楽天証券）
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ドル売り円買い介入について

◆1回目の介入金額 2兆8382億円

◆2回目の介入金額 6兆3499億円

2回目の介入は、偶然であるが絶妙のタイミングだった。
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外国為替証拠金取引（FX）のリスクと費用等について

外国為替証拠金取引(FX)の取引にかかるリスク

外国為替証拠金取引（FX）は、取引通貨の価格変動や、スワップポイントの支払いにより、損失が生じるおそれがあります。また、外国為替証拠金取引（FX）は少額の証拠金で、その差し
入れた証拠金を上回る金額の取引をおこなうことができるため、大きな損失が発生する可能性があります。また、その損失額は差し入れた証拠金を上回るおそれがあります。

外国為替証拠金取引（FX）の取引にかかる費用等

外国為替証拠金取引（FX）の取引手数料は無料です。なお、取引にあたっては各通貨の売付価格と買付価格には差（スプレッド）があります。スプレッドは通貨ペアごとに異なります。

証拠金について

〔楽天FX口座〕レバレッジコースに応じて取引金額の4%～100%(最大レバレッジ25倍)の証拠金が必要となります。

(法人のお客様の場合は、取引金額に当社が定める証拠金率(*)を乗じた金額以上の証拠金が必要となります。)

〔楽天MT4口座〕想定元本の4％以上の証拠金が必要となります。(法人のお客様の場合は、想定元本に当社が定める証拠金率(*)を乗じた金額以上の証拠金が必要となります。)

*当社は、金融先物取引業協会が算出した「為替リスク想定比率」以上となる証拠金率を通貨ペアごとに定めております。「為替リスク想定比率」とは、金融商品取引業等に関する内閣府
令第117条第27項第1号に規定される定量的計算モデルを使い算出されるものです。

スプレッドについて【（例外あり）について】

通常時は広告表示のスプレッドでお取引いただいておりますが、為替市場における取引高の低下又は売買が一方向に集中しているなどの状況においてはスプレッドが広がる場合があります
。また、広告表示の値は実際の取引時のスプレッドを保証するものではなく、お客様の約定結果による実質的なスプレッドが広告表示の値と合致しない場合がありますのでご注意ください
。なお、スプレッドの拡大は、以下のような状況において発生する場合があります。

■平日早朝時（概ね6時30分～7時30分※サマータイム期間中は一時間繰り上がります）■国内外の金融市場休場日（海外のクリスマス休暇や年末年始など）■主要経済指標の発表前後

■震災などの天変地異や政変又は金融・経済関連の重大な出来事などの突発事象の発生時

商号等：楽天証券株式会社／金融商品取引業者関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
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店頭CFD取引にかかるリスクと費用等について

CFD取引にかかるリスク

CFD取引は、お取引の対象となる銘柄の価格変動、金利相当額、配当相当額、価格調整額の支払い、各国の経済、社会情勢、金融政策、金融指標等の変動により損失が生じる
おそれがあり、投資元本が保証されたものではありません。また、CFD取引は差し入れた証拠金を上回る金額の取引をおこなうことができるため大きな損失が発生する可能性
があり、その損失額は差し入れた証拠金を上回るおそれがあります。

CFD取引にかかる費用等

CFD取引の取引手数料は無料です。なお、取引にあたっては各銘柄の売付価格と買付価格には差（スプレッド）があります。スプレッドは銘柄ごとに異なります。詳しくは取
引説明書等をご確認ください。

証拠金について

株価指数CFDは個人口座、法人口座とも取引の額に対して10%以上、商品CFDは個人口座、法人口座とも取引の額に対して5%以上の証拠金が必要となります。

商号等：楽天証券株式会社／金融商品取引業者関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

店頭通貨バイナリーオプション取引にかかるリスクと費用等について

店頭通貨バイナリーオプション取引にかかるリスク

当社の取扱う店頭通貨バイナリーオプションは満期時（判定時刻）に権利が自動行使されるヨーロピアンタイプのオプション取引です。取引対象である通貨の価格変動が予測
通りとなった場合には利益が得られることもある反面、予想が外れ権利が消滅した場合、支払ったオプションの購入金額を全額失うこととなります。また、オプションの購入
価格と売却価格には差（スプレッド）があり売却時に損失を被る可能性があります。

店頭通貨バイナリーオプション取引にかかる費用等

店頭通貨バイナリーオプション取引の取引手数料は無料です。

オプションの購入価格について

1枚あたりの最大購入価格は999円です。


